
令和７年度児童通所支援センターまなふる評価報告書

１．事業所の理念

 すべては子どもたちのために

２．事業所の基本方針

 ①３年で単年度黒字 ５年で累積赤字解消 ※R4.初年度、R6.３年目、R8.５年目
 ②配慮を要する子ども（家庭）を中心に考えた支援

 ③学校・保育所と連携・協働

３．センター評価のねらい

事業運営における具体的な問題点を把握し、サービスの改善及び質の向上を図ることに

より、障害児の心身の状況に応じた適切な支援を行い、事業所関係者や保護者等から地域

福祉活動その他センター運営に対する理解と参画を得て、地域から信頼されるセンターづ

くりを進める。 

４．評価の方法（令和６年度より保育所等訪問支援評価開始） 

（１）自己評価 

事業所の従業者が行い、「事業者向け放課後等デイサービス自己評価表」「事業者向け保

育所等訪問支援自己評価表」の様式を用いて実施するものとする。 

（２）保護者等評価 

事業所を利用する障害児の保護者等が行い、「保護者向け放課後等デイサービス評価表」

「保護者向け保育所等訪問支援自己評価表」の様式を用いて実施するものとする。 

（３）訪問先施設評価（令和６年度より訪問先施設評価開始）

 訪問先施設評価は、保育所等訪問支援の訪問先施設の教職員等が行い、「学校向け放課後

等デイサービス評価表」「学校向け保育所等訪問支援自己評価表」の様式を用いて実施す

るものとする。

（４）事業所関係者評価 

関係機関、地域住民等により構成された評価委員会が、次に掲げる事項について評価を

行うものとする。 

①事業所を利用する障害児及びその保護者の意向、障害児の適性、障害の特性その他の事

情を踏まえた支援を提供するための体制の整備の状況 

②従業者の勤務の体制及び資質の向上のための取組の状況 

③放課後等デイサービスの事業の用に供する設備及び備品等の状況 

④関係機関及び地域との連携、交流等の取組の状況 



⑤事業所を利用する障害児及びその保護者に対する必要な情報の提供、助言その他の援助

の実施状況 

⑥緊急時等における対応方法及び非常災害対策 

⑦自己評価及び保護者等評価並びに訪問先施設評価の結果をふまえた放課後等デイサービ

ス及び保育所等訪問支援の提供に係る業務の改善を図るための措置の実施状況 

５．評価の結果

（１）放課後等デイサービス

①評価の対象等（令和７年１０月１日現在対象）

 事業所の従業者 7名、保護者等２５世帯、学校 9校に対して、「評価表」を用いて実施。
（無記名）

  従業者     7名         １００％
  保護者等   ２６世帯（回収２５世帯） ９６％

  学校      ９校         １００％

３段階評価「はい」「いいえ」のいずれかに〇印。“わからない”“見たこと・聞いたこと

がない”場合は「どちらともいえない」に〇印。

②主な指標

ア．環境・体制整備

 保護者・職員アンケートでは、活動スペースや職員配置数について「適切である」との

肯定的回答が多く、特に保護者からは 9 割以上が環境面に満足している結果となった。
令和 7年度は、旧清水ケ丘中学校への移転後初の通年運営となり、「支援室」「遊びの部屋」
「個別支援室」など複数の空間を活用した支援が定着した。また、畑活動や体育館利用、

課外学習など、子どもの発達特性に応じた環境構成がより充実した。

保護者の中には実際の支援環境を見る機会が少ない世帯もあるため、昨年度に引き続き

参観週間を実施し、保護者や学校教職員が支援の様子を直接確認できる機会を設けた。

イ．業務改善

 令和 7年度は、放課後等デイサービス・保育所等訪問支援の両ガイドライン改定を受け、
支援内容の見直しと職員研修の強化を進めた。特に、本人支援の５領域（健康・生活／運

動・感覚／認知・行動／言語・コミュニケーション／人間関係・社会性）に基づくアセス

メントの質向上に取り組み、個別支援計画の作成・モニタリングの精度が高まった。

職員アンケートでは、PDCAサイクルへの参画や意見共有の機会について肯定的回答が
多く、朝礼や所内会議での協議が定着している。

また、第三者評価や保護者評価の内容を業務改善に反映する取り組みも継続して行われ

た。

ウ．適切な支援の提供・保護者への説明等

個別支援計画に基づく支援については、保護者・職員ともに高い肯定的回答が得られた。

相談支援専門員や学校との情報共有を行うことで、支援の統一性が確保されている。



支援プログラムの公表については義務化に伴いホームページでの公開を実施した。

保護者からの相談対応についても、連絡帳・送迎時の対話・面談などを通じて丁寧に行

われており、学校アンケートでも「助言がわかりやすい」との評価が得られた。

エ．非常時等の対応

 避難訓練は毎月実施し、火災・地震・風水害を行う体制が継続されている。

職員アンケートでも、マニュアルの周知や訓練の実施について肯定的回答が多く、安全管

理体制が維持されていることが確認できた

オ． 満足度

保護者アンケートでは、・子どもは安心して通所している・通所を楽しみにしている・事

業所の支援に満足しているのいずれも 90％以上が肯定的回答 であった。
学校アンケートでも、・支援に満足している・子どもの行動が落ち着いてきたなどの意見が

寄せられ、事業所の支援が学校生活にも良い影響を与えていることが示された。

子どもの放課後、休日の安心できる場所として事業所が信頼されるよう取り組みを進めて

いきたい。

（１）保育所等訪問支援

①評価の対象等（令和７年１０月１日現在対象）

 事業所の従業者７名、保護者等２４世帯、学校９校に対して、「評価表」を用いて実施。

（無記名）

  従業者     ７名         １００％

  保護者等   ２５世帯（回収２４世帯） ９６％

  学校      ９校         １００％

３段階評価「はい」「いいえ」のいずれかに〇印。“わからない”“見たこと・聞いたこと

がない”場合は「どちらともいえない」に〇印。

②主な指標

ア．環境・体制整備

 保育所等訪問支援については、学校の協力のもと、原則として１学期間に１回以上の訪

問を実施している。

R7年度は、短期的に支援が必要と判断される児童について訪問頻度を増やすなど、柔軟
な対応が行れた。

訪問後には、担任や支援担当教職員と振り返りの時間を設け、学校での支援方針と事業所

での支援内容の統一を図っている。

アンケートにおいて「訪問を通じて共通理解が図れる仕組みが良い」との肯定的意見が多

く、連携体制が機能していることが確認できた。

一方で、保護者アンケートでは「どちらともいえない」との回答も一定数あり、訪問支援

の目的や内容をより丁寧に伝える必要性も示された。



イ．業務改善

 職員アンケートでは、訪問支援後の情報共有や支援内容の検討について肯定的回答が多

く、所内での協議が定着していることが確認できた。

また、ガイドライン改定に伴い、訪問支援の役割である「学校との連携」「家庭支援」

「地域支援」の視点を踏まえた支援の見直しを進めている。特に、訪問先での観察内容を

事業所での個別支援計画に反映させる取り組みが強化された。

ウ．適切な支援の提供・保護者への説明等

訪問支援では、学校・園での子どもの様子を直接観察し、事業所では把握できない特性

（集団場面での行動、言語使用、対人関係など）を理解することができている。

これらの情報は、事業所での支援内容の調整や個別支援計画の見直しに活用されている。

保護者アンケートでは、「子どもは訪問支援を嫌がっていない」「支援に満足している」

との肯定的回答が 9割を超え、訪問支援の意義が保護者にも認識されていることが示され
た。一方で、訪問支援の内容や成果について「どちらともいえない」と回答した保護者も

おり、訪問支援の目的・内容・成果をより丁寧に説明する必要性がある。

エ．非常時等の対応

 マニュアルに基づき、避難訓練を毎月実施し、地震訓練と火災訓練、風水害訓練を行っ

ている。

オ．満足度

保護者アンケートでは、「訪問支援を嫌がっていない」「支援に満足している」のいずれ

も 90％以上が肯定的回答であった。
学校アンケートでは、「訪問支援員の助言がわかりやすい」「学校での支援に役立ってい

る」との意見が多く、訪問支援が学校現場においても有効に機能していることが示された。

職員アンケートでも、訪問支援の必要性や効果について肯定的回答が多く、事業所内外

での評価が高い結果となった。

６．次年度に向けての展望

 自己評価、保護者等評価、訪問先施設評価のいずれにおいても、令和 7年度は概ね高い
肯定的評価を得ることができた。特に、移転後の新しい環境での支援が定着し、保護者・

学校双方から「子どもが安心して過ごせている」「落ち着いた行動が増えた」といった意見

が寄せられたことは、事業所としての大きな成果である。

一方で、個別支援が必要な利用児への対応や、クールダウンスペースの活用方法、空調設

備の改善など、職員アンケートから具体的な課題も明らかになった。これらについては、

保護者・学校との連携をさらに深めながら、環境整備と支援方法の見直しを進めていく必

要がある。

また、ガイドライン改定により求められるアセスメントの質向上や、本人支援の５領域に

基づく支援の体系化については、引き続き研修機会の確保と職員間の共通理解の強化を図

る。特に、支援プログラムの固定化を防ぐ工夫や、個別・集団活動のバランス調整など、

日々の支援の質を高める取り組みを継続していく。

課外学習や地域交流については、移転後も商店街や地域施設の協力を得ながら実施できて



おり、子どもたちが社会性を育む貴重な機会となっている。次年度も、地域とのつながり

を大切にしながら、公共の場でのルール理解や他者との関わりを学べる機会を積極的に取

り入れていく。



令和7年度　評価委員会アンケート（放課後等デイサービス保護者向け）

1
こどもの活動等のスペースが十分に確保
されていると思いますか。

24 （ 96% ） 1 （ 4% ） （ 0% ） 25

2
職員の配置数は適切であると思います
か。

19 （ 76% ） 6 （ 24% ） （ 0% ） 25

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造
化された環境（※1）になっていると思
いますか。また、事業所の設備等は、障
害特性に応じて、バリアフリー化や情報
伝達等への配慮が適切になされていると
思いますか。

24 （ 96% ） 1 （ 4% ） （ 0% ） 25

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる
環境になっていると思いますか。また、
こども達の活動に合わせた空間となって
いると思いますか。

24 （ 96% ） 1 （ 4% ） （ 0% ） 25

5
こどものことを十分に理解し、こどもの
特性等に応じた専門性のある支援が受け
られていると思いますか。 

24 （ 96% ） 1 （ 4% ） （ 0% ） 25

6
事業所が公表している支援プログラム
（※2）は、事業所の提供する支援内容
と合っていると思いますか 。

23 （ 92% ） 2 （ 8% ） （ 0% ） 25

7

こどものことを十分理解し、こどもと保
護者のニーズや課題が客観的に分析され
た上で、放課後等デイサービス計画（個
別支援計画）（※3）が作成されている
と思いますか。

24 （ 96% ） 1 （ 4% ） （ 0% ） 25

8

放課後等デイサービス計画には、放課後
等デイサービスガイドラインの「放課後
等デイサービスの提供すべき支援」の
「本人支援」、「家族支援」、「移行支
援 」で示す支援内容からこどもの支援
に必要な項目が適切に設定され、その上
で、具体的な支援内容が設定されている
と思いますか。

24 （ 96% ） 1 （ 4% ） （ 0% ） 25

9
放課後等デイサービス計画に沿った支援
が行われていると思いますか。

25 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 25

10
事業所の活動プログラム（※4）が固定
化されないよう工夫されていると思いま
すか。

25 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 25

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、
地域の他のこどもと活動する機会があり
ますか。

14 （ 56% ） 9 （ 36% ） 1 （ 4% ） 1 25

無回答チェック項目 解答数はい どちらともいえない いいえ

環
境
・
体
制
整
備

適
切
な
支
援
の
提
供



無回答チェック項目 解答数はい どちらともいえない いいえ

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援
プログラム、利用者負担等について丁寧
な説明がありましたか。

25 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 25

13
「放課後等デイサービス計画」を示しな
がら、支援内容の説明がなされました
か。

24 （ 96% ） 1 （ 4% ） （ 0% ） 25

14

事業所では、家族に対して家族支援プロ
グラム(ペアレント・トレーニング（※
5）等)や家族等も参加できる研修会や情
報提供の機会等が行われていますか。

15 （ 60% ） 10 （ 40% ） （ 0% ） 25

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合
い、こどもの健康や発達の状況について
共通理解ができていると思いますか。

23 （ 92% ） 2 （ 8% ） （ 0% ） 25

16
定期的に、面談や子育てに関する助言等
の支援が行われていますか。

20 （ 80% ） 5 （ 20% ） （ 0% ） 25

17
事業所の職員から共感的に支援をされて
いると思いますか。

22 （ 88% ） 3 （ 12% ） （ 0% ） 25

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の
開催等により、保護者同士の交流の機会
が設けられるなど、家族への支援がされ
ているか。また、きょうだい向けのイベ
ントの開催等により、きょうだい同士の
交流の機会が設けられるなど、きょうだ
いへの支援がされていますか。

18 （ 72% ） 5 （ 20% ） 2 （ 8% ） 25

19

こどもや家族からの相談や申入れについ
て、対応の体制が整備されているととも
に、こどもや保護者に対してそのような
場があることについて周知・説明され、
相談や申入れをした際に迅速かつ適切に
対応されていますか。

20 （ 80% ） 5 （ 20% ） （ 0% ） 25

保
護
者
へ
の
説
明
等



無回答チェック項目 解答数はい どちらともいえない いいえ

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝
達のための配慮がなされていると思いま
すか。

24 （ 96% ） 1 （ 4% ） （ 0% ） 25

21

定期的に通信やホームページ・SNS等
で、活動概要や行事予定、連絡体制等の
情報や業務に関する自己評価の結果をこ
どもや保護者に対して発信されています
か。

24 （ 96% ） 1 （ 4% ） （ 0% ） 25

22
個人情報の取扱いに十分に留意されてい
ると思いますか。

23 （ 92% ） 2 （ 8% ） （ 0% ） 25

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急
時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等が策定され、保護
者に周知・説明されていますか。また、
発生を想定した訓練が実施されています
か。

24 （ 96% ） 1 （ 4% ） （ 0% ） 25

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定
期的に避難、救出その他必要な訓練が行
われていますか。

24 （ 96% ） 1 （ 4% ） （ 0% ） 25

25

事業所より、こどもの安全を確保するた
めの計画について周知される等、安全の
確保が十分に行われた上で支援が行われ
ていると思いますか 。

25 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 25

26

事故等（怪我等を含む。）が発生した際
に、事業所から速やかな連絡や事故が発
生した際の状況等について説明がされて
いると思いますか。

23 （ 92% ） 1 （ 4% ） （ 0% ） 1 25

27
こどもは安心感をもって通所しています
か。 

21 （ 84% ） 3 （ 12% ） （ 0% ） 1 25

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 20 （ 80% ） 2 （ 8% ） 2 （ 8% ） 1 25

29 事業所の支援に満足していますか。 23 （ 92% ） 1 （ 4% ） （ 0% ） 1 25

満
足
度

非
常
時
等
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応



令和7年度　評価委員会アンケート（放課後等デイサービス職員向け）

1
利用定員が発達支援室等のスペースとの関
係で適切であるか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職
員の配置数は適切であるか。

6 （ 86% ） 1 （ 14% ） （ 0% ） 7

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化
された環境になっているか。また、事業所
の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフ
リー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切
になされているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環
境になっているか。また、こども達の活動
に合わせた空間となっているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所
を使用することが認められる環境になって
いるか。 

6 （ 86% ） 1 （ 14% ） （ 0% ） 7

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル
（目標設定と振り返り）に、広く職員が参
画しているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向
等を把握する機会を設けており、その内容
を業務改善につなげているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

8
職員の意見等を把握する機会を設けてお
り、その内容を業務改善につなげている
か。

6 （ 86% ） 1 （ 14% ） （ 0% ） 7

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

チェック項目 はい どちらともいえない いいえ 解答数



チェック項目 はい どちらともいえない いいえ 解答数

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を
業務改善につなげているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受
講する機会や法人内等で研修を開催する機
会が確保されているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

11
適切に支援プログラムが作成、公表されて
いるか。 

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切
に行い、こどもと保護者のニーズや課題を
客観的に分析した上で、放課後等デイサー
ビス計画を作成しているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

13

放課後等デイサービス計画を作成する際に
は、児童発達支援管理責任者だけでなく、
こどもの支援に関わる職員が共通理解の下
で、こどもの最善の利益を考慮した検討が
行われているか。 

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有
され、計画に沿った支援が行われているか
 。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

15

こどもの適応行動の状況を、標準化された
ツールを用いたフォーマルなアセスメント
や、日々の行動観察なども含むインフォー
マルなアセスメントを使用する等により確
認しているか。

5 （ 71% ） 2 （ 29% ） （ 0% ） 7

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等
デイサービスガイドラインの「放課後等デ
イサービスの提供すべき支援」の「本人支
援」、「家族支援」、「移行支援」及び
「地域支援・地域連携」のねらい及び支援
内容も踏まえながら、こどもの支援に必要
な項目が適切に設定され、その上で、具体
的な支援内容が設定されているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

適
切
な
支
援
の
提



チェック項目 はい どちらともいえない いいえ 解答数

17
活動プログラムの立案をチームで行ってい
るか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

18
活動プログラムが固定化しないよう工夫し
ているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活
動を適宜組み合わせて放課後等デイサービ
ス計画を作成し、支援が行われているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行
い、その日行われる支援の内容や役割分担
について確認し、チームで連携して支援を
行っているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行
い、その日行われた支援の振り返りを行
い､気付いた点等を共有しているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底
し、支援の検証・改善につなげているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デ
イサービス計画の見直しの必要性を判断
し、適切な見直しを行っているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４
つの基本活動」を複数組み合わせて支援を
行っているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫
がされている等、自己決定をする力を育て
るための支援を行っているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会
議や関係機関との会議に、そのこどもの状
況をよく理解した者が参画しているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

27

地域の保健、医療（主治医や協力医療機関
等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関
と連携して支援を行う体制を整えている
か。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

提
供



チェック項目 はい どちらともいえない いいえ 解答数

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等
の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連
絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の
連絡）を適切に行っているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認
定こども園、児童発達支援事業所等との間
で情報共有と相互理解に努めているか。

3 （ 43% ） 4 （ 57% ） （ 0% ） 7

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから
障害福祉サービス事業所等へ移行する場
合、それまでの支援内容等の情報を提供す
る等しているか。

5 （ 71% ） 2 （ 29% ） （ 0% ） 7

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図
り、必要等に応じてスーパーバイズや助言
や研修を受ける機会を設けているか 。

3 （ 43% ） 4 （ 57% ） （ 0% ） 7

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地
域の他のこどもと活動する機会があるか。

5 （ 71% ） （ 0% ） 2 （ 29% ） 7

33
（自立支援）協議会等へ積極的に参加して
いるか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合
い、こどもの発達の状況や課題について共
通理解を持っているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族
に対して家族支援プログラム（ペアレン
ト･トレーニング等）や家族等の参加でき
る研修の機会や情報提供等を行っている
か。 

3 （ 43% ） 3 （ 43% ） 1 （ 14% ） 7

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等
について丁寧な説明を行っているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

37

放課後等デイサービス提供を作成する際に
は、こどもや保護者の意思の尊重、こども
の最善の利益の優先考慮の観点を踏まえ
て、こどもや家族の意向を確認する機会を
設けているか。 

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携



チェック項目 はい どちらともいえない いいえ 解答数

38

「放課後等デイサービス計画」を示しなが
ら支援内容の説明を行い、保護者から放課
後等デイサービス計画の同意を得ているか
 。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談
に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を
行っているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

40

父母の会の活動を支援することや、保護者
会等を開催する等により、保護者同士で交
流する機会を設ける等の支援をしている
か。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

3 （ 43% ） 2 （ 29% ） 2 （ 29% ） 7

41

こどもや保護者からの苦情について、対応
の体制を整備するとともに、こどもや保護
者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ
適切に対応しているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

42

定期的に通信等を発行することや、HPや
SNS等を活用することにより、活動概要や
行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保
護者に対して発信しているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通
や情報伝達のための配慮をしているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地
域に開かれた事業運営を図っているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュア
ル、防犯マニュアル、感染症対応マニュア
ル等を策定し、職員や家族等に周知すると
ともに、発生を想定した訓練を実施してい
るか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

保
護
者
へ
の
説
明
等



チェック項目 はい どちらともいえない いいえ 解答数

47

業務継続計画（BCP）を策定するととも
に、非常災害の発生に備え、定期的に避
難、救出その他必要な訓練を行っている
か。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等
のこどもの状況を確認しているか。

6 （ 86% ） 1 （ 14% ） （ 0% ） 7

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医
師の指示書に基づく対応がされているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

50

安全計画を作成し、安全管理に必要な研修
や訓練、その他必要な措置を講じる等、安
全管理が十分された中で支援が行われてい
るか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

51

こどもの安全確保に関して、家族等との連
携が図られるよう、安全計画に基づく取組
内容について、家族等へ周知しているか
 。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防
止に向けた方策について検討をしている
か。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確
保する等、適切な対応をしているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行
うかについて、組織的に決定し、こどもや
保護者に事前に十分に説明し了解を得た上
で、放課後等デイサービス計画に記載して
いるか。

6 （ 86% ） 1 （ 14% ） （ 0% ） 7

非
常
時
等
の
対
応



令和７年度　評価委員会アンケート（放課後等デイサービス学校向け）

1
職員の配置数や専門性は適切であ
ると思いますか。

3 （ 33% ） 6 （ 67% ） （ 0% ） 9

2

日頃から子どもの状況を訪問先施設等
と伝え合い、こどもの発達の状況や課
題について共通理解を持って支援がで
きていると思われますか。

6 （ 67% ） 3 （ 33% ） （ 0% ） 9

3
子どもは通所を楽しみにしている
と思われますか。

7 （ 78% ） 2 （ 22% ） （ 0% ） 9

4
事業所の支援に満足しています
か。

8 （ 89% ） 1 （ 11% ） （ 0% ） 9

チェック項目 はい どちらともいえない いいえ 解答数



令和7年度　評価委員会アンケート（保育所等訪問支援保護者向け）

1
訪問支援に使用する教具教材が整えられています
か。

13 （ 54% ） 11 （ 46% ） （ 0% ） 24

2
プライバシーに配慮された面接室等が整えられて
いますか。

21 （ 88% ） 3 （ 13% ） （ 0% ） 24

3
事業の目的が適切に説明されていると思います
か。

24 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 24

4
保育所等訪問支援の頻度や時間について、相談の
上決定されていますか。

22 （ 92% ） 2 （ 8% ） （ 0% ） 24

5
こどもの状態に応じた支援が提供できる職員（職
種や人数）体制だと思いますか。

20 （ 83% ） 4 （ 17% ） （ 0% ） 24

6
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に
応じた専門性のある支援が受けられていると思い
ますか。 

23 （ 96% ） 1 （ 4% ） （ 0% ） 24

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者の
ニーズや課題が客観的に分析された上で、保育所
等訪問支援計画（個別支援計画）（※１）が作成
されていると思いますか。

24 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 24

8
保育所等訪問支援計画（個別支援計画）には、訪
問先施設や担任等の意向が盛り込まれていると思
いますか。

18 （ 75% ） 6 （ 25% ） （ 0% ） 24

9

保育所等訪問支援計画には、保育所等訪問支援ガ
イドラインの「保育所等訪問支援の提供すべき具
体的内容」も踏まえながら、具体的な支援内容が
設定されていると思いますか。

19 （ 79% ） 5 （ 21% ） （ 0% ） 24

10
保育所等訪問支援計画に沿った支援が行われてい
ると思いますか。

21 （ 88% ） 3 （ 13% ） （ 0% ） 24

11
保育所等訪問支援を実施する際、訪問先施設に配
慮した支援が行われていると思いますか。

22 （ 92% ） 2 （ 8% ） （ 0% ） 24

12
事業所を利用する際に、運営規程、利用者負担等
について丁寧な説明がありましたか。

24 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 24

13
「保育所等訪問支援計画」を示しながら、支援内
容の説明がなされましたか。

24 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 24

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペ
アレント・トレーニング（※２）等)や家族等も参
加できる研修会や情報提供の機会等が行なわれて
いますか。

11 （ 46% ） 11 （ 46% ） 2 （ 8% ） 24

適
切
な
支
援
の
提
供

環
境
・
体
制
整
備

解答数チェック項目 はい どちらともいえない いいえ



解答数チェック項目 はい どちらともいえない いいえ

15
必要なときにこどもの状況を保護者と伝え合い、
こどもの健康や発達の状況、課題について共通理
解ができていると思いますか。

23 （ 96% ） 1 （ 4% ） （ 0% ） 24

16
定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が
行われていますか。

21 （ 88% ） 3 （ 13% ） （ 0% ） 24

17
事業所の職員から共感的に支援をされていると思
いますか。

24 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 24

18

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応
の体制が整備されているとともに、こどもや保護
者に対してそのような場があることについて周
知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ
適切に対応されていますか。

21 （ 88% ） 3 （ 13% ） （ 0% ） 24

19
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のため
の配慮がなされていると思いますか。

23 （ 96% ） 1 （ 4% ） （ 0% ） 24

20
事業所は、訪問先施設からの相談等に適切に応
じ、必要な助言と支援が行われていると思います
か。

22 （ 92% ） 2 （ 8% ） （ 0% ） 24

21
保育所等訪問支援を実施した際に、訪問先施設と
訪問支援の内容について話し合いが行われている
と思いますか。

23 （ 96% ） 1 （ 4% ） （ 0% ） 24

22
保育所等訪問支援を実施した際に、保護者に対し
て適切に共有がなされていると思いますか。

22 （ 92% ） 2 （ 8% ） （ 0% ） 24

23

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要
や連絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結
果をこどもや保護者に対して発信されています
か。

21 （ 88% ） 3 （ 13% ） （ 0% ） 24

24
個人情報の取扱いに十分に留意されていると思い
ますか。

23 （ 96% ） 1 （ 4% ） （ 0% ） 24

25
事業所では、緊急時の対応について訪問先施設と
連携し、実践できるようにしていると思います
か。

20 （ 83% ） 4 （ 17% ） （ 0% ） 24

26
事業所より、こどもの安全を確保するための計画
について周知される等、安全の確保が十分に行わ
れた上で支援が行われていると思いますか 。

23 （ 96% ） 1 （ 4% ） （ 0% ） 24

27 こどもは訪問支援を嫌がっていませんか。 21 （ 88% ） 3 （ 13% ） （ 0% ） 24

28 事業所の支援に満足していますか。 22 （ 92% ） 2 （ 8% ） （ 0% ） 24

保
護
者
へ
の
説
明
等

満
足
度

非
常
時
等
の
対
応



令和７年度　評価委員会アンケート（保育所等訪問支援職員向け）

1
訪問支援に使用する教具教材は適切で
あるか。

5 （ 71% ） 2 （ 29% ） （ 0% ） 7

2
利用希望者に対して、職員の配置数は
適切であるか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

3
業務改善を進めるためのPDCA サイクル
(目標設定と振り返り)に、広く職員が
参画しているか。

6 （ 86% ） 1 （ 14% ） （ 0% ） 7

4

保護者向け評価表により、保護者等の
意向等を把握する機会を設けており、
その内容を業務改善につなげている
か。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

5
職員の意見等を把握する機会を設けて
おり、その内容を業務改善につなげて
いるか 。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

6
第三者による外部評価を行い、評価結
果を業務改善につなげているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

7
職員の資質の向上を図るために、研修
を受講する機会や法人内等で研修を開
催する機会が確保されているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

8

個々のこどもに対してアセスメントを
適切に行い、こどもと保護者のニーズ
や課題を客観的に分析した上で、保育
所等訪問支援計画を作成しているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

9

保育所等訪問支援計画を作成する際に
は、児童発達支援管理責任者だけでな
く、こどもの支援に関わる職員が共通
理解の下で、こどもの最善の利益を考
慮した検討が行われているか 。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

10

保育所等訪問支援計画を作成する際に
は、訪問先施設の担当者等と連携し、
訪問先施設や担任等の意向を盛り込ん
でいるか。

5 （ 71% ） 2 （ 29% ） （ 0% ） 7

11
保育所等訪問支援計画が職員間に共有
され、計画に沿った支援が行われてい
るか 。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

業
務
改
善

環
境
・

体
制
整
備

解答数はい どちらともいえない いいえ



解答数はい どちらともいえない いいえ

12

こどもの適応行動の状況を、標準化さ
れたツールを用いたフォーマルなアセ
スメントや、行動観察なども含むイン
フォーマルなアセスメントを使用する
等により確認しているか。

5 （ 71% ） 2 （ 29% ） （ 0% ） 7

13

保育所等訪問支援計画には、保育所等
訪問支援ガイドラインの「保育所等訪
問支援の提供すべき具体的内容」も踏
まえながら、具体的な支援内容が設定
されているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

14

支援開始前には職員間で必ず打合せを
行い、その日行われる支援の内容や役
割分担について確認し、チームで連携
して支援を行っているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

15

支援終了後には、職員間で必ず打合せ
を行い、その日行われた支援の振り返
りを行い､気付いた点等を共有している
か。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

16
保育所等訪問支援を実施する際、訪問
先の理念や支援手法を尊重して支援を
行っているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

17
毎回の支援に関して記録をとることを
徹底し、支援の検証・改善につなげて
いるか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

18

定期的に保護者や訪問先の意向の確認
やモニタリングを行い、保育所等訪問
支援計画の見直しの必要性を判断し、
適切な見直しを行っているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

19

障害児相談支援事業所のサービス担当
者会議や関係機関との会議に、そのこ
どもの状況をよく理解した者が参画し
ているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

20
地域の保健、障害福祉、保育、教育等
の関係機関と連携して支援を行う体制
を整えているか。

6 （ 86% ） 1 （ 14% ） （ 0% ） 7

適
切
な
支
援
の
提
供



解答数はい どちらともいえない いいえ

21
就園・就学時の移行の際には、保育所
等や学校との間で、支援内容等の情報
共有と相互理解を図っているか。

4 （ 57% ） 3 （ 43% ） （ 0% ） 7

22
質の向上を図るため、積極的に専門家
や専門機関等から助言を受けたり、職
員を外部研修に参加させているか。

5 （ 71% ） 2 （ 29% ） （ 0% ） 7

23
(自立支援)協議会こども部会や地域の
子ども・子育て会議等へ積極的に参加
しているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

24
日頃からこどもの状況を保護者と伝え
合い、こどもの発達の状況や課題につ
いて共通理解を持っているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

25

家族の対応力の向上を図る観点から、
家族に対して家族支援プログラム(ペア
レント・トレーニング等)や家族等の参
加できる研修の機会や情報提供等を
行っているか。

3 （ 43% ） 3 （ 43% ） 1 （ 14% ） 7

26
運営規程、利用者負担等について丁寧
な説明を行っているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

27
訪問先施設に対し、事業の趣旨や訪問
支援の目的等について適切に説明を
行っているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

28

保育所等訪問支援計画を作成する際に
は、こどもや保護者の意思の尊重、こ
どもの最善の利益の優先考慮の観点を
踏まえて、こどもや家族の意向を確認
する機会を設けているか 。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

29

「保育所等訪問支援計画」を示しなが
ら支援内容の説明を行い、保護者から
保育所等訪問支援計画の同意を得てい
るか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

30
定期的に、家族等からの子育ての悩み
等に対する相談に適切に応じ、面談や
必要な助言と支援を行っているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

31

父母の会の活動を支援することや、保
護者会等を開催する等により、保護者
同士で交流する機会を設ける等の支援
をしているか。また、きょうだい同士
で交流する機会を設ける等の支援をし
ているか。

2 （ 29% ） 2 （ 29% ） 3 （ 43% ） 7

保
護
者
等
へ
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係
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関
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連
携



解答数はい どちらともいえない いいえ

32

こどもや保護者からの相談や申入れに
ついて、対応の体制を整備するととも
に、こどもや保護者に周知し、相談や
申入れがあった場合に迅速かつ適切に
対応しているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

33

定期的に通信等を発行することや、HP
やSNS等を活用することにより、活動概
要や連絡体制等の情報をこどもや保護
者に対して発信しているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

34
個人情報の取扱いに十分留意している
か。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

35
障害のあるこどもや保護者との意思の
疎通や情報伝達のための配慮をしてい
るか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

36
訪問支援に加え、訪問先からの相談等
に適切に応じる体制を整え、必要な助
言や支援を行っているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

37
保育所等訪問支援の実施後に、訪問先
施設とカンファレンスを行っている
か。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

38
保育所等訪問支援の実施後に、家族等
へ適切に支援内容等の共有を行ってい
るか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

39
訪問先施設からの相談に適切に応じ、
信頼関係を築きながら、専門的な助言
を行っているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

40

事故防止マニュアル、緊急時対応マ
ニュアル、防犯マニュアル、感染症対
応マニュアル等を策定し、職員や家族
等に周知するとともに、発生を想定し
た訓練を実施しているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

41

安全計画を作成し、安全管理に必要な
研修や訓練、その他必要な措置を講じ
る等、安全管理が十分された中で支援
が行われているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

42
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再
発防止に向けた方策について検討をし
ているか。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

43
虐待を防止するため、職員の研修機会
を確保する等、適切な対応をしている
か。

7 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 7

44

どのような場合にやむを得ず身体拘束
を行うかについて、組織的に決定し、
こどもや保護者に事前に十分に説明し
了解を得た上で、児童発達支援計画に
記載しているか。

6 （ 86% ） 1 （ 14% ） （ 0% ） 7

非
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令和７年度　評価委員会アンケート（保育所等訪問支援学校向け）

1
訪問支援員からの助言や説明は、具
体的でわかりやすく、取り入れやす
いものですか。

9 （ 100% ） （ 0% ） （ 0% ） 9

2
訪問支援員の支援に対する知識・技
術等に満足していますか。

7 （ 78% ） 2 （ 22% ） （ 0% ） 9

3
訪問支援員は質問に対して、適時・
適切に回答してくれていますか。

8 （ 89% ） 1 （ 11% ） （ 0% ） 9

4
保育所等訪問支援を利用したこと
で、課題や困りごとが解消または軽
減されましたか。

4 （ 44% ） 5 （ 56% ） （ 0% ） 9

5
事業所からの支援に満足しています
か。

7 （ 78% ） 2 （ 22% ） （ 0% ） 9

解答数はい どちらともいえない いいえ


